
平成30年度第１回愛媛県今治構想区域地域医療構想調整会議 議事概要 

 

 

１ 日 時 平成 30 年 9 月 6 日（木）15：00～16：15 

 

２ 場 所 愛媛県今治支局 ４階大会議室 

 

３ 出席者 委員１５名（うち代理４名）、委員随行者９名、事務局１０名 

 

４ 傍聴者 ２名、 報道機関取材 １社（愛媛新聞社東予支所今治編集部） 

議題（１）及び（２）を公開し、議題（３）を非公開にて開催 

 

５ 議 題 

（１） 平成 29 年度病床機能報告制度の結果について（公開にて開催） 

事務局から、各医療機関が報告した平成 29 年７月１日現在の標記報告について、前

年度報告との比較及び 2025 年の必要病床数との比較等を資料１-１により報告し、報

告に誤りや漏れがあると正確な病床機能の把握ができないため、精度の高い報告を呼

び掛けていく旨を説明した。 

また、今年 3 月に策定した第 7 次愛媛県保健医療計画の概要について、見直しのポ

イントを資料１-２により報告した。特に、基準病床数・既存病床数・必要病床数につ

いて説明し、今治圏域では基準病床数が既存病床数を上回っており、追加的な病床の

整備は制限される現状において、将来の医療需要を考慮しつつ必要病床を確保し体制

を整備する必要があると説明した。 

 

＜議長＞ 基準病床数は今治構想区域に特化せずとも県全部が既存病床数をオーバーし

ている状態。個人的には、人口の減少に比例して病床も減少する傾向にあるの

で、2025 年には概ね必要病床数に達するのではないかと考えている。 

 

 

（２） 地域医療構想の進め方について（公開にて開催） 

   事務局から、資料 2 と厚生労働省地域医療計画課長から通知されている参考資料に

沿って説明した。この通知においては、2025 年における医療体制をめざし、個別の医

療機関ごとの具体的対応方針の決定が求められており、県では、医療機関から報告し

てもらう内容を検討中である。 

今治構想区域は独自に介護療養病床を設置する病院と、休床中の有床診療所の対応

方針を調査することとし了承を得た。 

 

＜議長＞ 高齢者に対する慢性期医療と子供に対する小児医療対策を同時にやっていか

なければならないと思っている。 

高齢者のための病床も必要であるが、現在、子供が入院できる場所は県立今 

治病院のみ、精神科病床も正光会今治病院にしかなく、小児や社会的弱者が入院

するための病床が足りていない。空き病床は少なく、重症の場合、レスパイト入

公  開  用 



院するところもないので病床数に加え病床の種類を補正していかなければなら

ず、病院と行政がスクラムを組まないとこの町はよくならないと考えている。 

また、今年の 4 月から愛媛大学の医師が医師会市民病院の救急外来へ来てくれ

ており、今、開始から半年経ってうまく回っていると感じる。当初は、医師 2

名・看護師 2 名の契約だったのだが、大学側から若い医師の勉強のために医師を

2 名追加してもよいかとの申し出があった。魅力があればこそ来てくれる。 

 

＜委員＞ 今治の町の素晴らしさを若い医師に PR することも必要と考える。岡山理科大

の獣医学部もできたことであるし、地域貢献したいという申し出もある。人畜

共通感染症研究している先生も多く、鳥インフルエンザ等でも協力体制の構築

する話も含めて今後、今治独自の医療ができるのではないかと考える。 

 

  ＜議長＞ 獣医学部の卒業生が出てくる 6 年後、愛媛大学医学部との合同研究の話も進

行中であり、いい街になるのではないかと期待している。 

 

 

（３） 平成 31 年度地域医療介護総合確保基金事業の要望について（非公開にて開催） 

    

 

（４） その他意見等 

＜委員＞ 島嶼部の医療介護をどうするかという問題が残っている。高齢化率が非常に

高い島では、30年後には、誰もいなくなるのではないかと危惧している。 

介護運営協議会では、24 時間巡回型のヘルパーステーションを島に作りたい

が、マンパワーがないので、旧市内から人を島へ送り込むことになる。そのため、

橋代がネックとなり医療介護過疎になっている。普通に旧市内から訪問看護を送

ると赤字になるので 5～6 人まとめて行っているが、緊急性を要するときには赤

字覚悟で行かざるを得ないので行政にこのあたりを考えて補助してほしい。 

例えば、緊急時の往診先での駐車禁止除外を受けるように、医療介護フリーパ

スのようなものを見せると橋が利用できるならばかなり助かる。 

島嶼部に資源のあるものは島嶼部でやってもらったら良いが、島嶼部にない訪

問看護ステーション、ヘルパーステーションなどは基金で作ってほしい。それに

よって医療介護の色々なことが解決するのではないか。 

 

＜議長＞ 橋は本四公団（現 本州四国連絡高速道路株行会社）にお願いしないといけ

ないので、市・県ではどうにもならないと思うが、在宅医療で24時間対応する

には、旧市内から通うのではなく、看護師が島に常駐している訪問看ステーシ

ョンが必要になると考える。 

 

 

 

 

〔事務局〕愛媛県今治保健所 企画課 

電話 0898-23-2500 

真鍋(内線 254) 高津(内線 315) 
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